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【はじめに】 
	 磁場反転配位（Field-Reversed Configuration : FRC）プ
ラズマの巨視的運動およびスクレープオフ層（SOL）の
運動を観測する方法として，プラズマ柱を囲む周方向

に並べた磁気探針列で計測したトロイダル方向の揺動

磁場をモード解析する方法がある[1]． 
	 本発表では，巨視的運動の最大モード数が明確でな

いプラズマに対しても高次のモードの影響を抑えるこ

とができ，高精度なモード同定が可能な分割型sin-cosプ
ローブ[2]を用いて観測した，FRC衝突合体生成法の移送
過程における巨視的運動の観測結果について報告する． 
 
【分割型sin-cosプローブ】 
	 分割型sin-cosプローブの特性[2]を確認するため，多極

磁場を発生させ計測した結果を用いてモード解析を行

った．設置されたプローブの外側に配置した複数の電

極に交互に電流を流し，任意のモードnを含んだ周方向
磁場を発生させる．これを分割型sin-cosプローブで計測
し，モード解析を行った．モード解析実験の概略図を図

1に示す．nモードについてのモード解析結果をVθとする
と 
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となり，ℓ+ = 𝑚𝑗 ± 𝑛	(𝑗 = 0,1,2,⋯ )のモードの磁場が観
測される．(1)式から𝐵< =

𝐵ℓ*
ℓ+を求め，多極磁場の理

論値をフーリエ解析したものから求めた
𝐵ℓ*

ℓ+と比較
する．多極磁場のモード解析の結果を図 2に示す．プロ
ーブの分割数 m=8 の場合，n=1 モードの解析結果には
ℓ+=1,7,9,…のモードの磁場が含まれる．この時のプロー
ブの解析結果とフーリエ係数ℓ+=1,7,9 の足し合わせを
比較すると，フーリエ係数の足し合わせの結果は

𝐵ℓ*
ℓ+ =9.20mT に 対 し て モ ー ド 解 析 結 果

𝐵ℓ*
ℓ+=9.62mTで差は５％未満でミルノフコイル（図

２参照）より精度が高い． 
	 FRC 衝突合体生成法の移送過程における揺動磁場の
モード解析結果を図 3 に示す．観測は，閉じ込め領域
（衝突合体領域）の入り口 z＝-2.0m で観測した揺動磁
場強度である．FRC 型のプラズモイドが通過する前後
で n=1 モード、通過中に n=2 モードの揺動磁場が主に
発生していることが観測されている． 
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図 2．分割数 m=8の場合のモード解析結果 

 
図 3．揺動磁場強度モード解析（上）と FRC型プラズモ

イドの排除磁束半径の時間推移（下） 

	
図 1．モード解析実験概略図 


